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飯
山
赤
十
字
病
院
で
は
現
在

８
科
８
名
の
医
師
が
不
足
。
こ

れ
ま
で
医
師
確
保
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
、
昨
年
春
に
は
脳
神
経
外

科
医
３
名
を
新
た
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
依
然
と
し
て
医
師
が

不
足
し
て
い
る
状
況
は
続
い
て

お
り
、
特
に
産
婦
人
科
で
は
昨

　

県
で
は
現
在
、
平
成
17
年
に

発
表
さ
れ
た
国
の
方
針
を
受
け

産
科･

小
児
科
医
療
の
重
点

化･

集
約
化
について
、県
産
科・

小
児
科
医
療
対
策
検
討
会
に
お

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
重
点
化･

集
約
化
」
と
は
、

小
児
科･

産
科
医
師
の
確
保
が

困
難
な
地
域
に
お
い
て
、
適
切

な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
無
い
よ
う
県
が
主
体
と

な
り
検
討
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
県
内
を
い
く
つ
か
の
圏
域

に
分
け
、
地
域
の
中
心
的
病
院

に
診
療
が
集
約
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
検
討
会
は
産
科

医
・
小
児
科
医
・
医
師
会
等
、

　

医
師
の
確
保
は
１
つ
の
病
院

や
自
治
体
の
努
力
だ
け
で
解

決
す
る
の
は
難
し
い
問
題
で
す

が
、
飯
山
市
と
し
て
も
２
月
２

日
に
行
わ
れ
た
「
ボ
イ
ス
81
」

に
お
い
て
、
村
井
知
事
に
直
接

石
田
市
長
が
要
請
を
行
っ
た
ほ

か
、
今
後
も
関
係
機
関
に
要
請

を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま

た
医
師
の
環
境
整
備
の
検
討
な

　

飯
山
赤
十
字
病
院
は
18

科
、
３
０
０
床
（
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
病
棟
60
床
を
含
む
）

で
、
市
民
病
院
的
役
割
を

担
い
岳
北
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
運
営
し
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
医
師
確
保
困
難
の
た
め
、
現
在
、

常
勤
医
師
が
８
名
欠
員
の
状
態
に
あ
り
、
日
常
外
来
診
療
を
毎

日
開
く
こ
と
が
で
き
ず
、
住
民
の
皆
様
に
ご
不
自
由
を
お
掛
け
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
本
年
４
月
か
ら
は
小
児
科
１
名
、
内
科
１
名
、
外
科

１
名
の
常
勤
医
師
が
不
在
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま
す
と
、
日
常
外
来
診
療

の
み
な
ら
ず
、
夜
間
、
休
日
の
救
急
外
来
業
務
も
一
部
制
限
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院
患
者
数
の
減
少
も
あ
り
、

病
棟
も
一
部
閉
鎖
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆

様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
ｉ
ネ
ッ
ト
飯
山
を
通
じ
、
月
に
１
～
２
回
、
当
院
の

診
療
科
の
紹
介
を
放
映
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
各
診

療
科
と
も
少
数
精
鋭
で
よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す
べ
く
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
か
当
院
を
信
頼
し
、
愛
し
て
い
た
だ
き
、
病
院
が
無
く

な
ら
な
い
よ
う
ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

飯
山
赤
十
字
病
院
の
医
師
不
足

年
３
月
よ
り
常
勤
医
師
１
名
の

体
制
と
な
り
、
現
在
は
分
娩
数

の
制
限
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
小
児
科
で
も
現
在
２
名

の
常
勤
医
師
が
、
春
か
ら
１
名

減
員
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、

そ
の
場
合
入
院
や
緊
急
の
診
療

等
の
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

産
科･

小
児
科
医
の
不
足
に
よ
る

医
療
の
集
約
化
・
重
点
化
の
検
討

関
係
者
15
人
で
組
織
さ
れ
、
現

状
の
把
握
や
集
約
化･

重
点
化

の
適
否
等
の
検
討
を
行
っ
て
お

り
、
検
討
結
果
が
県
に
提
言
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た

「
飯
山
赤
十
字
病
院
の
医
師
不

足
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
は
、
長
野
県
の
渡
辺
衛
生
部

長
も
出
席
。
岳
北
地
域
か
ら
集

ま
っ
た
３
０
０
名
を
超
え
る
参

加
者
か
ら
は
、
全
国
有
数
の
豪

雪
地
帯
で
あ
る
岳
北
地
域
の
実

情
を
考
え
、
飯
山
赤
十
字
病
院

の
小
児
科
を
残
し
て
ほ
し
い
と

い
う
切
実
な
訴
え
が
多
数
出
さ

れ
ま
し
た
。

飯山赤十字病院の
医師不足について

飯山赤十字病院
院長　川村信之

全
国
的
に
問
題
と
な
って
い
る「
医
師
不
足
」。

こ
の
問
題
は
、岳
北
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
飯
山
赤
十
字
病
院
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

医
師
数
そ
の
も
の
が
不
足
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
今
日
、私
た
ち
の
地
域
の
医
師
不
足
の
現
状
を
認

識
し
、病
院
・
行
政
・
市
民
が
地
域
全
体
で
こ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
って
い
ま
す
。

 

現
在
８
名
の
医
師
が
不
足
。今
後
小
児
科
医
が
減
る
可
能
性
が
・・・

飯
山
赤
十
字
病
院
の
医
師
不
足
の
現
状

　「子どもが急に熱を出した」「吐いた」「けがをした」な
どで慌てた経験を持つ方は多いと思います。
　小児科のお医者さんは限られています。総合病院は
緊急性の高い重症患者が適切な医療を受けられるよ
うに、私たち一人一人が上手にお医者さんにかかるよ
う、次のことを心がけましょう。

①開業医の「かかりつけ医」を持ちましょう
　子どもの体質、性格、既往症などがわかりますので、す
ばやい診断、治療をしてもらうことができます。
②受診時は子供の様子を一番よく知っている人が
　付き添いましょう
　他の方に付き添いを頼むときは、症状が
出るまでの経過を書いたメモを渡すなどの
配慮をしましょう。
③いつからどのような症状があったかを
　明らかにしてから行きましょう
　食事の取り方、便の回数、症状はどうだっ
たかなどが必要な事もあります。
④わからない事、不安な事は気軽に尋ねてみましょう
⑤必ず医師の指示に従って薬を飲ませましょう
　たとえ子供が嫌がっても、勝手にやめたり、量を減らし
たりしないようにしましょう
⑥昼間、子供の体調がおかしいと思ったら
　早めにかかりつけ医に診てもらいましょう

　
　いつもの状態を知っているお母
さん、お父さん、おじいちゃん、
おばあちゃんは、よく見ていれば
子供の変調に気がつくものです。
「顔つきが違う」「元気が無い」「食
欲が無い」などが見られたら注意
して観察し、夜は早めに休ませま
しょう。体温についても熱があるときは測り、熱の上昇の
様子を注意深く見ていきましょう。
　特に夜間は大人も子供も不安になりやすいもの。早めに
判断し、できるだけ昼間のうちに「かかりつけ医」の診断
を受けましょう。
　また受診や薬の処方で安心する場合もありがちですが、
その後の家庭でのケアも大切です。

大切なお子さんの上手な
お医者さんへのかかり方

各家庭で普段から心がけたいこと

　
　長野県では平成18年12月から次のとおり「小児救急
電話相談」を開設しました。
　「子どもがこんな状態のときはどうしたらいいの？」とい
う時、適切な対応について説明してもらうことができます。
ぜひご利用ください。
●相談内容
　小児の病気やけが等の救急医療に関する相談
●相談応対者　看護師
●相談日時　午後７時～午後１１時（毎日）
●電話番号　＃8000（シャープハッセン）
　※アナログ回線の電話・携帯電話・ＩＰ電話からは
　　☎0263（72）2000

「こんな状態はどうしたら？」という時は「＃8000 」

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
は
・
・
・

ど
、
側
面
的
に
医
師
確
保
へ
の

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
き
た
い

考
え
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、お
医
者

さ
ん
に
上
手
に
か
か
る
な
ど
、限

ら
れ
た
医
療
資
源
の
活
用
に
ご

協
力
頂
く
と
と
も
に
、
お
知
り

合
い
な
ど
で
飯
山
に
来
て
い
た

だ
け
そ
う
な
医
師
が
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。


